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● 実践研究のねらい 

○ 専門性の高い地域指導者と連携した授業づくりを行うことで，より専門的な知識・技能の定着を図る。 

○ 地域指導者と連携することで，安全面に留意した授業を行うとともに，生徒自身の身の安全を守るための

技能を身に付けさせ安全を確保する。 

○ 地域指導者と安全で効果的な授業づくりについて協議することで，教師自身の柔道に関する指導力の向上を図

る。 

● 指導モデル 第 1 学年 (1 学級 35 名) 

● 指導の工夫 

１ 学習内容を効果的に指導するための工夫 

(1) 地域指導者との連携 

  主に教員が指導・助言を行うが，より詳しく専門的な指導を地域指導者に協力してもらう。さらに，

技の示範を教員と地域指導者が行うことで，明確な技のイメージをもたせる。 

(2) パートナーの確保 

  二人一組で行うようにすることで授業内容の対話・確認などが行え，生徒自身での発見を促す。 

(3) チェックシートの活用 

  授業を振り返り，まとめなどのチェックシートを書く時間を設ける。 

２ 生徒の安全を確保するための工夫 

(1) 安全を確保した場の設定 

  生徒の立ち位置について，前後左右に重ならないよう列をずらし，ゆとりのある間隔をとらせる。 

(2) 生徒の実態に合わせた段階的指導 

受け身の学習については，段階的に十分時間をとりながら行う。 

(3) 安全への意識付け 

教師による健康観察と併せて，生徒自身にもチェックシートを用いて安全確認を行わせる。 
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● 授業の様子 

   

【地域指導者による技の示範①】 

地域指導者が示範・技の説明を行い，動

作・技の理解を促す。受け身の示範・説明

の様子。 

【地域指導者による技の指導②】 

組み方・体さばきの示範・説明の

様子。 

【チェックシートの利用】 

自分とパートナーで互いに健康観察や

爪・めがね・女子はヘアピンの確認をする。

授業後は，反省欄への記入も行う。 

  

【段階的な指導の実地】 

受け身の練習の様子。段階的に指導を行

う。 

【学習内容を確認するための掲示物】 

安全面の約束事や技名などは，常に

黒板で確認できるように掲示する。 

● 生徒の意識，感想，変容など 

○ アンケート結果・感想(１学年 35 名にアンケートを実施) 

柔道の授業を受けて，興味をもちましたか？ 地域指導者の指導についてどう思いましたか？ 

 

・ 最初と比べると，受け身ができるようになった。 

・ 技のお手本がすごかった。 

・ 細かく教えてもらい，分かりやすかった。 

・ 「もっとこうした方が良いよ。」とアドバイスをし

てくれた。 

・ 固め技が，上手くできるようになった。 

   「柔道を受けて，興味はわきましたか？」の「ある」・「どちらかというとある」と回答した生徒の中には， 

『もっとしてみたい。技の種類を学びたい。』などの感想が多かった。「地域指導者の指導についてどう思い

ましたか？」という質問では，上記の感想のように技能指導で上達することができたという感想が多かった。    

アンケートの結果から，全員が初めて経験した柔道であったが，半数以上の生徒が興味をもち，専門的に

授業を行えた。 

● 成果と課題 

生徒の全員が初めて経験する柔道であったが，アンケート結果から半数以上の生徒に柔道への興味をもた

せることができた。残りの生徒の意見は，「怖い。先生のお手本を見て理解はしたが，どう動けばよいかわ

からない。」という意見があり，恐怖心がある生徒に対しての配慮がまだ十分ではなかったと感じた。 

しかし，今回，地域指導者と連携することで，怪我をした生徒がおらず，安全に行うことができ，技能指

導もより専門的な指導が行えた。また，日本の伝統的文化と深い関わりをもつ柔道を経験し，興味をもたせ

ることもできた。 

今後，上級生になると段階的に授業を発展させていくため，より安全に配慮しながら技の上達を目指し，

柔道の楽しさを味わわせていきたい。 
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